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小樽！見つけた！

D I S C O V E R E D I N O T A R U

たるばとちゃん
　「たるばとちゃん」は、平成２８年１０月に図書館１００周

年を記念して誕生しました。市の鳥アオバトをモデル

にしたこのキャラクターは、公募作品２１４点の中から、

当時、小樽潮陵高校２年生だった 柴  野  初  音 さんの作品
しば の はつ ね

を採用したものです。現在、館内の利用者端末や読書

手帳などに登場し、活躍しています。

　たるばとちゃんは、今後も多くの方法で図書館をＰ

Ｒしていきます。皆さんもぜひ足を運んでみませんか。

★市役所の執務時間は午前９時～午後５時２０分です

住民基本台帳人口１２万４４２人（男５万４３５９人・女６万６０８３人）、うち外国人人口／５４４人、世帯数／６万４６６８世帯（平成２9年２月２８日現在）

図書館の利用者端末

読書手帳

おすすめ本コーナー

●今月の表紙

●小樽市ホームページ
　http://www.city.otaru.lg.jp

　　携帯電話やスマートフォン
　　からもご覧になれます。

小樽市 検索 �

（QRコード）

●土・日曜日、祝日の当番病院
　テレホンサービスによる案内
　（土曜日の午前７時～午後６時および日曜日、祝
　日の午前９時～午後６時）

　　 ��４６１８ （小樽市夜間急病センター）
　※小樽市医師会のホームページからも確認でき
　ます。　

小学校入学に向け、準備
している新一年生の男の
子。お母さんと一緒に、
勉強道具をナップランド
に入れています。入学式
が楽しみですね。

●広報番組
　テレビ　小樽フラッシュニュース（STV）
　　　　　毎週土曜日 午前９時２５分～９時３０分
　ラジオ　小樽市民ニュース（FMおたる／76．3MHz)
　 （午前）  月～金曜日：午前９時４０分ごろ
　　　　   土曜日：午前９時５４分ごろ
　　　　   日曜日：午前９時２４分ごろ
　 （午後）  月～木曜日：午後６時１５分ごろ
　　　　   金曜日：午後６時５４分ごろ
　  ※ＦＭおたるホームページからも聴くことができ
　  ます。放送時間は約５分間です。

�防災関係の連絡先
　小樽市消防本部��９１３７、小樽警察署��０１１０、
　北海道電力�小樽支店��１１１１、北海道ガス�小
　樽支店��１５１１、小樽市水道局��８１１１
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住宅エコリフォーム助成事業住宅エコリフォーム助成事業0８0８今月の今月の焦点　0202

まちの写真館スマイルまちの写真館スマイル０９０９平成２９年度予算を編成平成２９年度予算を編成

情報パレット情報パレット1０1０「第二次小樽市観光基本計画」「第二次小樽市観光基本計画」ががスタートスタートししますます０５０５

見つけた！小樽！「たるばとちゃん」見つけた！小樽！「たるばとちゃん」２０２０「「小樽市公共施設等総合管理計画」を策定し小樽市公共施設等総合管理計画」を策定しまましたした０６０６

平成２９年度の組織改革等のお知らせ平成２９年度の組織改革等のお知らせ０８０８
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　平成29年度は、私が市長に就任してから３年目となり、早くも任
期の折り返し点を迎えることとなりました。
　市長就任以来、このまちで生活している人を大切にする政策を第
一に考え、公約に掲げた取り組みを少しでも早く実現したい気持ち
で、その具現化に向けて全力で取り組んでまいりました。
　本年度の予算編成に当たっては、市税収入の伸びが期待できない
ことに加え、地方交付税の減少が見込まれるなど、依然として厳し
い財政状況にある中、「住みよいまち、人にやさしいまち小樽」の
実現のため、「子育て支援」や「子どもの育成」、「安定した雇用の
創出」のほか、安全・安心・快適に暮らせるまちづくりを重視する
とともに、これまであまり手をかけられなかったものに対する配慮
も意識した上で、必要な事業をできる限り盛り込みました。
　本市では、長期にわたり人口減少が続いており、人口推計による
と、今後もこの傾向が続くと見られています。人口減少は、税収の
減少や経済規模の縮小など、地域に大きな影響を及ぼすことから、
人口対策は本市における最重要課題となっています。
　市長任期の後半に向けて、今後も財政健全化への取り組みを継続
しつつ、人口減に歯止めをかけ、このまちの活力を高めていくため
総合戦略等で掲げた政策を着実に実行しながら、市民の皆さまとの
協働による、魅力ある住みよいまちづくりを進めてまいります。

小樽市長　森 井 秀 明
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３　平成２９（２０１７）年４月　広報おたる

市税
１３１億８８１０万円
（２３．９％）

使用料・手数料・
繰入金など
２０億３６４５万円
（３．７％）

地方交付税
１５７億９００万円
（２８．４％）

国庫支出金国庫支出金
１１１５億５６５８万円１５億５６５８万円
（２０（２０．９．９％）％）

市債
３９億６６６０万円
（７．２％）

道支出金
３１億５６２５万円
（５．７％）

その他（地方譲与税・交付金など）
２８億６８２０万円 （５．２％）

民生費
２４６億１９５１万円
（４４．５％）

土木費
４１億３２４４万円
（７．５％）

教育費
３３億８９５７万円
（６．１％）

総務費
１１億９２９３万円
（２．２％）

公債費
５５億２９１２万円
（１０．０％）

職員給与費
８２億１４１８万円
（１４．８％）

その他（議会費・
消防費など）
１２億７１５万円
（２．３％）

依存財源（６７．４％）
３７２億５６６３万円

歳　　出
5５２億７１４３万円

一般会計の歳入・歳出

歳　　入
５５２億７１４３万円

衛生費
４３億７３２５万円
（７．９％）

商工・労働・農林水産業費
２６億１３２８万円 （４．７％）

約４６万６００円（人口１２万人として）

�自主財源とは…
　市税や使用料・手数料など市で自ら調達でき
る財源のことです。

�依存財源とは…
　地方交付税をはじめとする国などからの支出
金や市債などの財源のことです。

自主財源（３２．６％）
１８０億１４８０万円

（※）一般財源と特定財源

　一般会計の収入は、市税や地方交付税など市
が独自の判断で使える「一般財源」と、国や北
海道からの支出金など使い道が限られる「特定
財源」に分けられます。
　２９年度の一般財源収入は歳入約５５３億円のう
ち約３３７億円です。歳出に必要な一般財源は約
３４３億円のため、約６億円の財源不足となりま
した。

諸収入
２７億９０２５万円
（５．０％）

市民一人当たりの一般会計歳出の内訳

民生費
２０万５２００円
福祉など

衛生費
３万６４００円
健康や衛生など

教育費
２万８２００円
教育のために

土木費
３万４４００円
道路や除雪など

総務費
９９００円
行政運営のために

商工費など
２万１８００円
産業の振興など

職員給与費
６万８５００円
職員の給与など

公債費
４万６１００円
借入金の返済に

その他
１万１００円
議会費・消防費など



り
ま
し
た
。

　

な
お
、
簡
易
水
道
事
業
は
、
平

成　

年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
法

２９
の
財
務
規
定
等
を
適
用
し
、
特
別

会
計
か
ら
企
業
会
計
へ
移
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

真
の
財
政
再
建
に
向
け
て

　
　

年
度
の
一
般
会
計
は
、　

年

２８

２７

度
に
引
き
続
き
、
実
質
収
支
の
黒

字
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
　

年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
市

２９
税
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
を
見
込

む
も
の
の
、
地
方
交
付
税
の
減
収

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

引
き
続
き
財
源
不
足
が
生
じ
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
な
ど
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を

図
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
会
計

か
ら
の
多
額
の
借
入
残
高
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後

も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
源
対
策

に
頼
ら
な
い
真
の
収
支
均
衡
予
算

を
編
成
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

�
お
問
い
合
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せ
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、
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政
課
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�
４
１
１
１
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線
２
３
１
〜
２
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４
、
�
�
０
６
７
５
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ど
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ぞ
。

平成２９（２０１７）年４月　広報おたる　４

伸び率増減額２８年度当初予算額２９年度当初予算会計区分

▲２．４％▲１３億６８０９万円５６６億３９５２万円５５２億７１４３万円一般会計

２．７％１５５２万円５億８４６８万円６億２０万円港 湾 整 備

特
別
会
計

２．２％１０２万円４５６８万円４６７０万円青果物卸売市場
▲２．８％▲９７万円３５１２万円3４１５万円水産物卸売市場
▲３．６％▲６億６８９１万円１８４億７４０万円１７７億３８４９万円国 民 健 康 保 険
４８．８％３億９９９６万円８億２０００万円１２億１９９６万円住 宅
▲２．８％▲４億１４２６万円１４９億１５８１万円１４５億１５５万円介 護 保 険
▲２．７％▲２６９万円９９９５万円９７２６万円産業廃棄物処分
４．１％８０９４万円１９億７１６３万円２０億５２５７万円後期高齢者医療

▲１００．０％▲１億９７０５万円１億９７０５万円簡 易 水 道

▲２．１％▲７億８６４４万円３７０億７７３２万円３６２億９０８８万円小　計

４．６％５億３４８９万円１１７億１４５８万円１２２億４９４７万円病 院

企
業
会
計

２．７％１億３４０４万円４９億４６１８万円５０億８０２２万円水 道
１．５％１億２６５万円６８億５７６３万円６９億６０２８万円下 水 道
▲１．２％▲１９２万円１億６２９４万円１億６１０２万円産業廃棄物等処分

２億１６７３万円２億１６７３万円簡 易 水 道

４．２％９億８６３９万円２３６億８１３３万円２４６億６７７２万円小　計

▲１．０％▲１１億６８１４万円１１７３億９８１７万円１1６２億３００３万円合　計

�一般会計
　福祉や教育、商工業の振
興、道路の整備など地方公
共団体の行政運営における
基本的な会計です。
�特別会計
　国民健康保険や介護保険
など特定の事業に限定し、
一般会計と区分するために
設置する会計です。それに
係る特定の歳入と歳出によ
り個別に経理を行います。

�企業会計
　企業経営という観点を取
り入れ、病院事業、水道事
業など地方公営企業法の全
部、または一部の適用を受
ける会計です。

※「簡易水道事業」は平成
２９年度より地方公営企業法
の財務規定等を適用し特別
会計から企業会計に移行し
ています。

～～～～～～～～～～～～～～～～平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成～平成２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９２９年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算のののののののののののののののの概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要～～～～～～～～～～～～～～～～年度予算の概要～

～～～～～～～～～～～～～～～～平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成～平成２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９２９年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度にににににににににににににににに行行行行行行行行行行行行行行行行うううううううううううううううう主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななな新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規・・・・・・・・・・・・・・・・拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大大大大大事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業～～～～～～～～～～～～～～～～年度に行う主な新規・拡大事業～

�防災関係経費（避難支援事業）（７６０万円）
　新たな浸水想定に対応した津波ハザードマップの作成
�防災関係経費（防災行政無線（同報系）整備事業）
（１２００万円）
　災害時（津波・高潮）の避難情報伝達向上を図るこ
とを目的とした防災行政無線を整備するための調査
および基本計画の策定

�既存借上公営住宅事業費（480万円）
　既存の民間共同住宅の空き住戸を市が借り上げ、
低所得の子育て世帯向けに市営住宅として供給
�新・市民プール整備調査事業費（２５万円）
　「新・市民プール」の整備方針の具体化のため、
他都市事例調査等を実施
�トイレの洋式化等整備事業費（２１５９万円）
　多くの市民や観光客等の方に利用される市の施設
について、和式トイレの洋式化等の整備を計画的に
実施

�小樽産農産物PR事業費補助金（１０万円）
　直売所で開催されるイベントを活用し、旬の野菜や
果実、加工品等の消費拡大を図るため、PRを実施
�ＩＴ関連企業等誘致促進補助金（２０００万円）
　市内中心部での雇用創出のため、市外からのＩＴ
関連企業等の進出を対象に、施設改修費用やランニ
ングコストの一部を補助
�日本遺産認定関係経費（８０万円）
　日本遺産認定を目指し、シンポジウムの開催や道
内外における先進地視察などを実施

�子ども読書活動推進事業費（１６９万円）
　専門知識を有する職員を配置し、図書館が中心的
な立場となって家庭、地域、学校における読書活動
を推進
�スポーツ選手交流事業費（５０万円）
　市内小学校においてプロスポーツ選手による出前授
業を開催

あずましい暮らしプロジェクト

あんしん絆再生プロジェクト

にぎわい再生プロジェクト

樽っ子プライド育成プロジェクト

※２９年度の主な事業については次月号以降で詳しくお知らせします

観光都市としての発展を目指し策定した小樽市観光基本計画「新・いいふりこき宣言」から１０年。
現在は外国人観光客の増加など小樽市を訪れる観光客層は大きく変化しています。そこで今回は、
これまでの傾向や課題などを踏まえ、今後１０年における観光振興の指針となる新たな観光基本計画
を策定しましたので、その概要をお知らせします。

５　平成２９（２０１７）年４月　広報おたる

小
樽
市
観
光
基
本
計
画
と
は

　

小
樽
市
の
施
策
の
考
え
方
や
進

め
方
、
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

は
「
第
６
次
小
樽
市
総
合
計
画
」

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
観
光

部
門
の
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
る
の
が
『
小
樽
市
観
光
基
本
計

画
』
で
す
。

　

「
第
二
次
小
樽
市
観
光
基
本
計

画
」
は
、
平
成　

年
に
定
め
ら
れ

１８

た
小
樽
市
観
光
基
本
計
画
を
引
き

継
ぎ
、
今
後　

年
間
の
観
光
振
興

１０

の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
一
般
公
募
や

学
識
経
験
者
、
市
内
関
係
団
体
お

よ
び
関
係
行
政
機
関
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員　

人
で
構
成
さ
れ
た
策

１６

定
委
員
会
を　

年
４
月
に
設
置

２８

し
、
計
画
の
内
容
等
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
出
さ
れ
た
意

見
を
ま
と
め
た
提
言
書
を
基
に
策

定
し
ま
し
た
（
概
要
に
つ
い
て
は

下
の
囲
み
を
参
照
）。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
、積
極
的

に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
振
興

室
�
�
４
１
１
１
内
線
２
６
７
、

�
�
７
４
３
２
へ
ど
う
ぞ
。

�小樽観光の目指すべき姿
　今後１０年の小樽観光発展のため、小樽独自の歴史や文化に裏打ちされた奥深さこそが「ホンモノ」の小樽である、とい
うことを柱に据え、観光客と市民が触れ合い、新しい発見があり、また来たいと思える街を目指します。

�小樽観光の課題
�「観光資源」：小樽市内の歴史的建造物をはじめとする遺産はもちろん、市民生活を根底にした風習・伝統・市場・食な
　ど、市内に潜在する「ホンモノ」について、観光資源として認識し、掘り起こし、磨き上げ、国内外に訴求することが
　必要です。
�「受入態勢」：繁忙期において宿泊部屋が不足する状況が見受けられる中、宿泊施設や観光客を受け入れるハード面の整
　備が不足していることへの対応などが必要です。また、おもてなしの意識や、サービスの質・量の向上も必要です。

�「滞在時間」：ここ数年、観光入込客数は増えているものの宿泊率は伸びておらず、観光入込客数に対する宿泊者の割合
　は低い状況です。また、日帰り客は小樽運河周辺など一部の観光スポットのみの立ち寄りにとどまり、滞在時間が短い
　ことも課題として挙げられます。

�「情報発信」：小樽の数多くの魅力的な観光資源や、四季折々の魅力や多彩なイベントに加え、札幌圏へのアクセスや市
　内の交通システムが充実していることなど、せっかくの小樽が持つ強みについての情報提供が十分とは言えません。

�方向性と主要施策

　当計画書は、観光振興室またはホームページからも入手できます。

※「地域ＤＭＯ」：市の区域において観光地経営の視点に立ち、かじ取り役として地域と協同しながら観光地域づくりを行う法人。

�詳細　観光振興室��４１１１内線２６７、��７４３２

「第二次小樽市観光基本計画」の概要

主要施策方向性

・歴史・文化・芸術の体験
　プログラムの構築
・小樽に点在する観光資源
　のニーズを捉えた磨き上
　げと発掘　　　　　など

【小樽の魅力を深める～独自性を生かした魅力発掘で、多様化するニーズに対応する取組】
　小樽には有形無形の数多くの観光資源が街全体に点在しています。このような素材を大切に守り
ながら、保全や活用の方法を探り、小樽観光の新たなコンテンツ候補として掘り起こしを進めていき
ます。そして、その魅力を存分に生かした「非日常」感あふれる体験プログラムを構築し『見る観
光』から『体験する観光』への変革を図り、奥の深い小樽の魅力を新たな切り口で訴求します。

・地域ＤＭＯ（※）構築を視
　野に入れたアプローチ
・広域的な観光圏の形成

【小樽の魅力を広げる～点在する資源を『面』として活用する、広域連携による取組】
　今後の観光振興において、広域連携は不可欠な要素です。小樽地域内での連携により観光振興体
制を強化するほか、後志圏域などと連携した広域な観光ルートづくりを目指しつつ、小樽の魅力を
『点の魅力』から『面の魅力』へと伸展させていきます。

・外国人観光客との相互理
　解
・観光への意識を高める活
　動の推進

など

【小樽の魅力を共有する～市民の意識改革を図り、市民が積極的に参加する取組】
　市民の皆さんに対して、観光情報やホスピタリティの在り方を一方的に周知するだけでなく、外国
人旅行者の国別の習慣や文化の違い、わが街小樽の歴史や文化など、これまでになかった情報を積極
的に提供し、小樽に一層愛着が持てるよう働きかけます。また、外国人観光客に対して日本における
マナーやルールを伝えていきます。市民の皆さんが主役の観光地として、観光客と日常的に交流し、
共に地域の魅力を共有できる成熟した観光地を目指します。

４月から「第二次小樽市観光４月から「第二次小樽市観光
基本計画」がスタートします基本計画」がスタートします
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し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

公
共
施
設
等
を
取
り
巻
く
課
題

�
将
来
人
口
の
見
通
し
と
市
有
施

設
量
に
つ
い
て

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

公
共
施
設
等
の
規
模
や
総
量
を
人

口
に
見
合
う
よ
う
最
適
化
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
、人

口
構
造
に
対
応
し
た
施
設
機
能
の

在
り
方
と
適
正
規
模
の
設
定
な
ど

の
検
討
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
維
持
更
新
費
用
の
抑
制
に
つ
い

て
　

今
後
多
く
の
公
共
施
設
等
が
大

規
模
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
の
時

期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
総
務
省
が
提
示
し
た
計
算
方

法
に
よ
り
試
算
す
る
と
、
現
在
あ

る
施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
続
け

る
と
仮
定
し
た
場
合
、
直
近
５
年

の
投
資
的
経
費
（
既
存
施
設
の
更

新
お
よ
び
新
規
整
備
や
用
地
取
得

な
ど
に
要
す
る
経
費
）
の
年
平
均

額
が
約　

億
２
０
０
０
万
円
で
あ

４８

る
の
に
対
し
、
今
後　

年
間
に
要

４０

す
る
更
新
費
用
の
年
平
均
額
は
約

１
３
９
億
７
０
０
０
万
円
と
お
よ

そ
３
倍
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
（
７
ペ
ー
ジ

左
上
の
グ
ラ
フ
�
を
参
照
）。

平成２９（20１７）年４月　広報おたる　６

本市においては、これまで、多くの公共施設等を整備してきました。これらの公共施設等が今後更新
時期を迎えることになりますが、財政的に厳しい状況が続く中、更新や改修の費用確保に向けて対策
を講じる必要があります。そこで、将来負担の軽減に向け長期的（平成２９～７０年度の４２年間）な視点
を持って、今後の公共施設等の総合的かつ計画的な管理等に関する基本的な考え方を示す「小樽市公
共施設等総合管理計画」を昨年末に策定しましたので、その内容をお知らせします。

「小樽市「小樽市公共施設等総合管理公共施設等総合管理
計画」を策定しました計画」を策定しました

　

本
市
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
税
収
減
や
高
齢
者
の
増
加

に
伴
う
扶
助
費
の
増
大
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
中
、
公
共
施
設
等
の
更

新
費
用
に
充
て
る
投
資
的
経
費
の

捻
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
公
共
施
設
の
安
全
性
の
確
保
に

つ
い
て

　

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
安
全
性
の
確
保
が
必
要

で
す
。

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針

【
全
体
方
針
】

�
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど

の
社
会
情
勢
に
応
じ
た
取
り
組
み

の
推
進

　

施
設
重
視
型
か
ら
機
能
重
視
型

へ
転
換
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の

利
用
実
態
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
勘
案

公営住宅
２２５,７０５.６３�

延べ床面積
６０１,２０９.２１�

学校教育系施設
２０２,７６６.３３�

行政系施設
６６,７０３.５４�

その他
３１,９９３.１３�

供給処理施設
６,１１５.５１�

公園
１,１７１.９６�

産業系施設
３,４４８.７３�

保健・福祉施設
６,９５３.８３�

医療施設
１,１６０.１７�

市民文化系施設
１８,６１２.３９�

子育て支援施設
４,１４０.１４�

�小樽市の公共施設の延べ床面積の割合

スポーツ・レクリ
エーション系施設
１４,３６３.４９�

社会教育系施設
１８,０７４.３６�

７　平成２９（２０１７）年４月　広報おたる

し
た
施
設
管
理
を
行
う

�
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
よ

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
　

予
防
保
全
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
維
持
管
理
の
促
進
と
個
別
の
施

設
計
画
に
基
づ
い
た
維
持
管
理
の

推
進
を
行
う

�
施
設
の
安
全
性
の
確
保

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
促
進

と
利
用
実
態
に
基
づ
い
た
施
設
管

理
を
行
う

【
適
正
化
に
向
け
た
目
標
】

　

当
面
は
次
の
方
法
に
よ
り
、「
公

共
施
設
」
の
総
量
を
減
ら
し
、
長

寿
命
化
を
行
う
こ
と
で
更
新
費
用

の　

・
３
億
円
を
縮
減
し
て
い
く

６３

こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

�
廃
止
済
み
ま
た
は
廃
止
予
定
の

施
設
を
順
次
除
却
（
削
減
面
積
５

万
８
４
４
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、
縮

減
額
７
億
２
７
０
０
万
円
）

�
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
施
設
に

つ
い
て
は
次
回
大
規
模
改
修
時
に

長
寿
命
化
が
図
ら
れ
る
改
修
を
行

い
、
耐
用
年
数
を　

年
か
ら　

年

６０

８０

に
延
伸
（
縮
減
額　

億
６
０
０
０

１６

万
円
）

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法

を
実
施
し
た
場
合
で
も
、
さ
ら
に

約　

億
７
６
０
０
万
円
の
費
用
を

２２
縮
減
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
左
の
グ
ラ
フ
③
を
参
照
）。

　

そ
の
た
め
、今
後
に
お
い
て
は
、

建
て
替
え
時
に
お
け
る
集
約
化
・

複
合
化
の
検
討
や
長
寿
命
化
を
考

慮
し
た
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理

に
よ
る
更
新
費
用
の
さ
ら
な
る
縮

減
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制
度
な

ど
民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る

管
理
運
営
方
法
の
推
進
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
民
間
が
参
画

す
る
手
法
の
検
討
、
今
後
使
用
す

る
見
込
み
が
無
く
な
っ
た
施
設
の

売
却
な
ど
に
よ
る
管
理
費
用
の
さ

ら
な
る
縮
減
も
並
行
し
て
進
め
る

こ
と
で
、
更
新
費
用
を
将
来
投
資

で
き
る
経
費
に
見
合
う
よ
う
適
正

化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
・
公
営

企
業
施
設
は
、
市
民
の
安
心
・
安

全
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で

あ
り
、
単
純
に
施
設
を
削
減
す
る

こ
と
は
、
現
実
的
に
不
可
能
で

す
。

　

よ
っ
て
、
当
面
は
、
施
設
の
長

寿
命
化
に
よ
る
更
新
時
期
の
延
長

な
ど
に
よ
り
管
理
費
用
の
縮
減
に

努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
長
期
的

に
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
し
た
計

画
と
の
整
合
を
踏
ま
え
た
上
で
、

施
設
量
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
更
新
費
用
の
縮
減
を
目

指
し
ま
す
。

施設類型ごとの管理に関する基本的な方針

老朽化が進んでいない施設で、利用頻度が高い施設は、当面は
長寿命化等の改修や維持管理を行い、利用頻度が低い施設は、
他の施設との統廃合や複合化による活用について検討する。老
朽化が進んでいる施設で、利用頻度が高い施設は、他の施設へ
の複合化や建て替えを検討し、利用頻度が低い施設は、市民
ニーズや市の関連計画等を考慮し、今後について検討する。

集会施設（いなき
たコミュニティ
センター、銭函
市民センターな
ど）

市民文化系施設

建物の老朽度や利用状況と合わせ、市民ニーズ、市の関連計画
との整合を踏まえた上で総合的な判断を行い、今後の施設の在
り方について検討する。

文化施設（市民会
館など）

当面は長寿命化を図る改修や維持管理を行うとともに、市民
ニーズや市の関連計画との整合を踏まえた上で総合的な判断を
行い、今後の施設の在り方について検討する。

図書館

社会教育系施設
総合博物館や文学館・美術館などは、本市の社会教育施設として
の役割を考慮し総合的な判断を行い、今後の施設の在り方につ
いて検討する

博物館等（文学
館・美術館など）

総合体育館については、市民ニーズや市の関連計画との整合を
踏まえた上で総合的な判断を行い、今後の施設の在り方につい
て検討する。

スポーツ施設（総
合体育館など）

スポーツ・レクリ
エーション系施設

小・中学校は「小樽市立小中学校学校規模・学校配置適正化基
本計画」に沿って再編を進めます。閉校後の校舎に関しては、状
況に応じ再利用や売却、賃貸などを検討する。

学校学校教育系施設

住宅の維持管理については「小樽市公共賃貸住宅長寿命化計画」
に基づいて進め、必要に応じて本計画に基づき見直しを行う。
廃止が決まった住宅は除却を検討する。

公営住宅公営住宅

平成２２年～２６年の投
資的経費の平均額

今後４０年間の更新
費用の平均額

１５０

１００

５０

０
（億円）

②直近の投資的経費と今後４０年間の更新費用の年平均額

６.１
７.６

１６.７１６.７（０.９）

４９.７

４.４

２２.３

６３.３６３.３
１７.８

施
設
類
型
ご
と
の
管
理
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針

　

本
計
画
で
の
主
な
施
設
類
型
ご

と
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
左
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
画
書
に
つ
い
て
は
契

約
管
財
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
契
約
管
財

課
�
�
４
１
１
１
内
線
３
８
５
、

�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

（億円）

合計４８.２

合計１３９.７

施設等の
新規分

公共施設

道路・橋（ロー
ドヒーティン
グを含む）

病院施設

上下水道
施設

③公共施設における更新費用の縮減（試算）

合計６３.３

１６.６７

２２.７６２２.７６

１６.６１６.６公共施設
６３.３

７.２７７.２７
直近５年間の
投資的経費

廃止等施設の
除却

０

５０ 施設改修によ
る長寿命化

さらに縮減の必要
な更新・管理費用

更新費用縮減に向
けた各試算額

公共施設の更新費
用平均額（４０年間）



住宅エコリフォーム助成事業住宅エコリフォーム助成事業
　市では昨年4月から環境負荷の低減や空き家の有効活用を図るために、省エネ改修工事にかかる費用の一部を助成し
ていますが、今年度からは制度の一部を変更して行います（今年度に変更した点については　　で表記しています）。内
容については下記またはホームページをご覧になるか建築住宅課までお問い合わせください。

�詳細　建築住宅課��４１１１内線３６４、��４５５４

�対象となる住宅
　�市内の戸建住宅（空き家も含む）
　�共同住宅の住居専用部分（店舗や事務所併用住宅は住
　　宅部分のみが対象）
　※同一住宅の利用は年度内１回限り。
　※同一住宅の利用限度額は３０万円。
　※前回の住宅リフォーム助成を利用した住宅も可能。
　※小樽市バリアフリー等住宅改造資金融資制度は併用で
　きません。

�申し込みができる方
　�市民であり、かつ市税を滞納していない方
　�前年の所得の額が５５０万円以下の方
　�住宅エコリフォームを行う住宅の所有者

�対象工事
　�下記対象工事費の総額が５０万円以上　
　　・窓の断熱改修工事（居室の一部の窓でも対象とする）
　　　※居室：居間、寝室、子ども部屋、和室など
　　・壁、床、天井または屋根の断熱改修工事
　　　※断熱改修工事は省エネ基準（平成２８年基準）に適
　　　合すること。
　　・省エネ型設備機器設置工事（例：エコキュート、エ
　　　コジョーズ等）
　�平成３０年２月２８日までに完了すること

�対象外の工事
　�省エネ基準に適合しない断熱改修工事
　�新築工事
　�外装材の張り替え、塗り替えのみの改修工事

　�屋根板金によるふき替えのみの改修工事
　�内部の模様替え
　�水回りを改良する工事
　※既に工事を始めている場合や、工事が終了している場
　合は対象となりませんので注意してください。

�施工業者
　�下記３項目のすべてに該当し小樽市住宅エコリフォー
　　ム助成事業資格登録者として登録した者
　　・市内で建設業を営む者
　　・法人は市内に本店、個人は市内に住所を有する者
　　・市税を滞納していない者

�助成額
　�補助率１０分の１（対象工事に要した費用と基準工事費
　　を比較して少ない額の１０分の１）
　�上限額３０万円
　※国、道、および市で実施するほかの支援制度との併用
　はできません。

�申し込み
　�４月１日から建築住宅課にて随時申請を受け付け
　�申請人本人が来られない場合は、代理の方でも申請す
　　ることができます
　※先着順で受け付け、予算額に達した時点で締め切ります。

�その他
　　住宅が共有名義の場合、いずれか１人が申請者となり
　ます。工事は、必要書類を提出いただき、工事の内容審
　査後に市から送付する通知書が届いてからの着工となり
　ます。

平成29年度の組織改革等のお知らせ平成29年度の組織改革等のお知らせ
　市では、社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに的確に対応するため、平成２９年度から３０年度の２年をかけて
組織を見直します。２９年度に先行して実施する項目は、以下のとおりで、３０年度に本格的な組織改革を計画しています。

�詳細　総務部組織改革担当��４１１１内線429、��１４８７

１．子育て支援体制の強化１．子育て支援体制の強化
　　「子育て支援課」を「子育て支援室」に変更し、子育て支
　　援体制の強化を行います。

２．執務室の移転２．執務室の移転
　　新たな小樽観光推進体制づくりを目指して、一般社団
　法人小樽観光協会とともに、「観光振興室」の執務室を港
　町４番３号（旧農政事務所）に移転します。

３．新たな担当・部署の配置３．新たな担当・部署の配置
　�「東京事務所」に「企業誘致推進員」を配置し、誘致
　　活動を強化します。

　�「納税課」に「税外収入の徴収一元化組織」を設置し、債
　　権を適切に回収することにより市民負担の公平性を確
　　保します。
�「産業港湾部」に日本遺産の担当を配置し、日本遺産認
定を目指します。

　�「港湾室」に「港湾振興課」を新設し、港湾物流やクルーズ
　　客船誘致など小樽港の利用促進を効果的に進めます。

４．課名や職名の変更４．課名や職名の変更
　�課名を変更し業務内容が分かりやすくなるようにします。
　　・リサイクルなど、ごみの減量に関する施策等を担当
　　　　

　　・家庭ごみ・資源物の分別の相談や収集作業等を担当

　�職名を変更し役職が分かりやすくなるようにします。
　　・「参事」を「○○担当部長」、「副参事」を「○○担
　　　当次長」へ職名を変更します。
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２月２０日、総合体育館で「冬季ゲートボー

ル大会」を開催しました。これは、高齢者

へのスポーツの普及事業として昭和６３年か

ら行っているもので、今年で２９回目となる

もの。今大会は５チーム３６人が参加しまし

た。皆さんは真剣な表情でゲートボールを

楽しんでいました。

寒い冬でもハツラツと

小樽の魅力を伝えます
新たに２０１７ミスおたるに選ばれた 川  口  莉  奈 さ

かわ ぐち り な

ん（写真左）と 澤  谷  明  依  里 さん（同右）が３月８
さわ や あ い り

日、報告のため市役所を訪れました。２人は

「小樽の魅力を広く伝えたい。緊張もあるが、

楽しみです」と笑顔で抱負を述べていました。

２人はこれから小樽の観光ＰＲや公式行事に

参加し、小樽の魅力を伝えていきます。

祈りのハーモニー
３月１１日、サンモール一番街のおたる屋台村

レンガ横丁前で「第６回ストリートピアノで

つなぐ祈りのハーモニー」が開催されました。

これは、東日本大震災が発生した３月１１日に

復興の祈りを被災地に届けるセレモニーで

す。参加した皆さんは地震発生時刻に黙とう

し、ストリートピアノの伴奏で合唱しました。

雪かきはスポーツだ！
２月１８日、おたるマリン広場をメイン会場に

「第４回国際スポーツ雪かき選手権」が行われ

ました。これは、重労働である雪かきをス

ポーツとして楽しみ、交流することなどを目

的としたものです。今年は海外や市内外から

参加した２７チーム１６９人の皆さんが晴天の中、

スポーツとしての雪かきを楽しんでいました。


